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ま ち の 話 題

Town Topics

がんばろう日本！　東日本大震災の復興をみんなで支えよう
　～被災者と被災地を支援する荒尾市内の動きと災害発生に備える取り組み～

４
月
１
日
（
金
）、
東
日
本
大
震
災
で
被
災

さ
れ
た
生
野
貴
久
さ
ん
（
右
写
真
）
一
家
が
、

市
で
被
災
者
居
住
用
に
準
備
し
て
い
る
市
営

住
宅
に
入
居
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

生
野
さ
ん
は
宮
城
県
塩
釜
市
で
被
災
。
勤

務
先
も
津
波
で
浸
水
し
、
こ
れ
を
機
に
実
家

の
あ
る
荒
尾
に
帰
郷
す
る
こ
と
を
決
意
し
た

そ
う
で
す
。

生
野
さ
ん
は
「
地
震
の
後
、『
津
波
が
来
る

ぞ
！
』
と
い
う
男
性
の
声
を
聞
き
ま
し
た
。

妻
と
二
人
で
、
服
を
た
く
さ
ん
着
こ
み
、
貴

重
品
を
持
っ
て
１
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
た
避
難
所

へ
向
か
い
ま
し
た
」
と
、
そ
の
時
の
様
子
を

語
り
ま
し
た
。

ま
た
、「
普
通
に
暮
ら
せ
る
こ
と
は
、
と
て

も
幸
せ
な
こ
と
で
す
。
一
人
一
人
が
む
だ
を

な
く
し
、
大
切
に
し
て
暮
ら
し
て
ほ
し
い
で

す
。
少
し
ず
つ
集
ま
っ
て
東
北
に
届
け
ば
、

力
に
な
り
ま
す
」
と
、
被
災
地
へ
の
支
援

を
切
実
な
表
情
で
呼
び
か
け
ま
し
た
。

４
月
14
日
（
木
）、荒
尾
市
と
あ
ら
お
シ
テ
ィ

モ
ー
ル
の
運
営
会
社
（
荒
尾
シ
テ
ィ
プ
ラ
ン

株
式
会
社
・
荒
尾
商
業
開
発
株
式
会
社
）
が
、

災
害
時
に
お
け
る
支
援
に
関
す
る
協
定
書
に

調
印
し
ま
し
た
。
こ
の
協
定
は
昨
年
末
か
ら

協
議
を
続
け
て
い
た
も
の
で
、
あ
ら
お
シ
テ
ィ

モ
ー
ル
の
駐
車
場
と
施
設
を
、
災
害
時
に
一

時
的
な
緊
急
避
難
場
所
な
ど
と
し
て
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。

災
害
時
、
地
域
住
民
以
外
に
も
買
い
物
客

や
観
光
客
ら
の
避
難
場
所
や
、
緊
急
車
両
の

駐
車
場
な
ど
に
活
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

両
社
は
「
地
域
に
根
差
し
た
店
舗
づ
く
り

を
一
層
進
め
た
い
。
今
後
も
市
と
協
力
し
て

い
き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

被
災
地
か
ら
荒
尾
市
へ

生
野
さ
ん
一
家
、
市
営
住
宅
へ

心
と
祈
り
を
載
せ
て

被
災
地
へ
の
救
援
物
資
を
運
搬

４
月
２
日
（
土
）・
３
日
（
日
）
の
２
日
間
、

被
災
地
へ
の
救
援
物
資
を
募
集
し
ま
し
た
と

こ
ろ
、
全
47
件
３
千
945
点
が
集
ま
り
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

６
日（
水
）、
集
荷
所
で
あ
る
熊
本
県
消
防
学

校（
益
城
町
）に
く
ら
し
い
き
い
き
課
職
員
が
搬

送
し
ま
し
た
。
県
内
か
ら
集
ま
っ
た
救
援
物
資

は
、
県
を
通
じ
て
被
災
地
に
送
ら
れ
ま
し
た
。

▲熊本の人に被災の実態を知っ
てほしいとも語った生野さん。

1_ 消防学校に集められ
た物資。衣類と日用品。
　2・3_ 荒尾市からの物
資。市で分類して持ち込
み ま し た。　4_ 搬 送に
使用したトラックは、熊
本県建設業協会荒尾支部
にご協力いただきました。

あ
ら
お
シ
テ
ィ
モ
ー
ル
を

災
害
時
の
一
時
避
難
場
所
に ▲（左から）荒尾シティプラン株式会社代表取締役

　梶原雄一朗さん、前畑市長、荒尾商業開発株式会
社代表取締役　坂田実千也さん。
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４
月
12
日
（
火
）、
新
1
年
生
初
登

校
に
あ
わ
せ
、
市
内
各
所
で
警
察
署

や
交
通
安
全
協
会
、
保
護
者
、
地
域

の
人
な
ど
が
交
通
誘
導
を
す
る
タ
ッ

チ
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

緑
ケ
丘
小
学
校
付
近
の
交
差
点
で

は
、
市
長
や
警
察
署
長
ら
が
登
校
を

見
守
り
ま
し
た
。
真
新
し
い
帽
子
と

ラ
ン
ド
セ
ル
姿
の
１
年
生
は
緊
張
の

面
持
ち
で
し
た
が
、
上
級
生
と
一
緒

に
、
元
気
な
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
ま

し
た
。
私
た
ち
市
民
一
人
一
人
が
児

童
を
見
守
る
こ
と
で
交
通
事
故
か
ら

守
り
、
自
分
自
身
の
交
通
安
全
意
識

を
高
め
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

おはようの声響く　通学の安全を見守る
～新一年生の安全を見守るタッチ運動を実施～

▲ 自動車の往来が多い通学路。安心して楽しい学校生活を送るためにも、
交通安全には誰もが気をつけたいものです。

許しません！資源ごみの不法な持ち去り
　～資源ごみ持ち去り防止監視パトロール出発式～

４
月
７
日
（
木
）、
市
役
所
で
資
源

ご
み
持
ち
去
り
防
止
監
視
パ
ト
ロ
ー

ル
の
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式

で
は
前
畑
市
長
と
荒
尾
警
察
署
の
松

本
生
活
安
全
課
長
が
パ
ト
ロ
ー
ル
に

出
発
す
る
職
員
に
激
励
の
言
葉
を
か

け
ま
し
た
。

近
年
、各
地
区
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
は
資
源
ご
み
が
不
法
に
持
ち

去
ら
れ
る
事
件
が
多
発
。
市
で
は
持
ち

去
り
禁
止
を
盛
り
込
ん
だ
条
例
を
４
月

１
日
か
ら
施
行
し
、
職
員
に
よ
る
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
い
ま
す
。
一
番
の
持
ち
去

り
防
止
策
は
、
資
源
ご
み
を
朝
か
ら
出

す
こ
と
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 ▲青色回転灯をつけた車両で、職員がリサイクルステーションを見回ります。

このパトロールは、夜と早朝の 2 回行われます。　

4
月
10
日
（
日
）、
宮
崎
兄
弟
生
家

で
牡
丹
茶
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
お
よ
そ

100
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

宮
崎
兄
弟
生
家
の
庭
に
植
え
ら
れ

た
牡
丹
は
八
分
咲
の
状
態
で
し
た
が
、

桜
は
満
開
。
訪
れ
た
人
は
、
お
茶
の

お
も
て
な
し
を
受
け
、
和
や
か
な
春

の
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
中
国
辛
亥
革
命
100
周
年

を
契
機
に
、
孫
文
と
宮
崎
兄
弟
の
功

績
が
分
か
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
作
成
や
、
10

月
に
記
念
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
一
度
、
宮
崎
兄
弟
生
家
に
足
を

運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

桜と牡丹の共演　爛漫の春を楽しむ茶会
～牡丹茶会～

▲ 中国の要人も訪れる宮崎兄弟の生家。歴史情緒を感じる場所でのお茶会
に、多くの人が訪れました。牡丹は毎年、4 月いっぱいが見頃です。
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